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問題となるのが熱物性値の算出にかかる計算時間である. PROPATH では数十項からなるVirial 型の算
出式を用いていており 熱物性値の算出に非常に多くの計算時聞がかかる.本章では PROPATH と参
照テーブルの併用手法を提案し，熱物性値の算出にかかる計算時間の短縮を行った.まず垂直円管内
の超臨界二酸化炭素の流動問題およびT字管内の超臨界水の流動問題に適用し，最大で計算時間を 1





































第 5 章では，第 2 章の数値解法を三次元に拡張して具体的な超臨界流体の熱対流問題に応
用している。さらに計算の大規模化に伴う計算時間を短縮することができる熱物性の並列計
算手法が提案されている。実用上重要な成果である。
第 6 章は結論である。
以上要するに本論文は，物質の熱物性に忠実に計算することができる新たな CFD 手法を提
案して、具体的な臨界点をまたぐ超臨界流体の数値解析に応用できることを示したものであ
り，情報基礎科学および数値流体力学の発展に寄与するところが少なくない。
よって，本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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